
濃尾平野における歴史時代の地震痕-その2-

服部俊之

1.はじめに

濃尾平野における歴史時代の地震の痕跡につい

てはすでに森ほか(1990,1991)、伊藤(1991)な

どで報告されている。ここで報告されている地震

痕はおもに、1586年に発生した「天正地震」、1891

年に発生した「濃尾地震」によるものである。こ

の2つの地震は宇佐美(1987)をはじめとする地

震史料研究で明らかにされてきた歴史地震と対応

している。

しかし近年、寒川(1988)をはじめとする全国

的な地震痕の研究によって、地震史料研究では発

見されていない歴史地震の存在も明らかにされつ

つある。

本論では、平成5年度に本センターが発掘調査

を行った濃尾平野地域の遺跡で新たに発見された

地震痕の中から、特に地震史料には記載されてい

ない歴史地震による地震痕について報告する。

2.地震史料記録に登場しない地震の研究史

寒川(1988)をはじめとする地震痕の研究は、

地震史料には記載されていない歴史地震の存在を

明らかにしてきたが、そのよい例が南海トラフ上

に震源をもつ、東海地震・南海地震型の巨大地震

である。第1図に示すように、東海から四国にか

けての太平洋地域では、この400年間ほどの間には

100～150年周期で巨大地震が発生している。それ

以前の巨大地震については、地震史料に残されて

いる記録に欠落が多く、周期的な地震発生につい

ては不明とされていたが、地震痕研究により巨大

地震の周期性は縄文時代頃まで遡らせるものとな

った。

第1図南海地震と東海地震の発生時期(宇
津、1977の図に遺跡で見出された地震跡<黒

丸印>を加えたもの)
1宮ノ前遺跡2黒谷川宮ノ前遺跡3神
宅遺跡4古城遺跡5黒谷川古城遺跡6
アゾノ遺跡7尾張国府跡8石津太神社遺
跡9川辺遺跡10坂尻遺跡11川合遺跡
12鶴松遺跡13下内膳遺跡(寒川、1992)
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愛知県においても、服部(1993)が一宮市田所

遺跡の古墳時代後期の水田跡を突き破り、その噴

出面が奈良・平安時代の遺構に掘り込まれている

噴砂(砂脈)を確認した。その遺構との新旧関係

から、これを7世紀後半の地震活動による地震痕

であると推定した。さらに愛知県同様、東海地震

の被害発生地域である静岡県袋井市の坂尻遺跡、

静岡市の川合遺跡でもほぼ同時代のものと推定さ

れる地震痕が見つかっている(寒川、1992)こと

から、この地震は広域に被害を及ぼした巨大地震

である可能性があげられる。東海地方でこの時期

に発生した地震の記録はないが、このころ四国地

方などで南海地震(684年の白鳳南海地震)が発生

したことが日本書紀に記録されている。前述した

巨大地震発生の規則性から考えると、田所遺跡の

地震痕は白鳳南海地震に対応する東海地震型の巨

大地震である可能性が強い。

3.未知の歴史地震痕の記載

歴史時代に発生した地震が引き起こした地震痕

のうち、史料に記録されていない地震の痕跡を本

稿では『未知の歴史地震痕』と呼び、その記載を

行う。

現在までに濃尾平野で地震痕の発見されている

遺跡を第2図・第1表に示す。このうち未知の歴

史地震痕が発見されているのは、田所・大毛池田

・大毛沖・一色青海の4遺跡である。

(1)田所遺跡(第2図、1)

一宮市と葉栗郡木曽川町にまたがる田所遺跡は、

北部に古墳時代前期を中心とした、南部に中世の

墳墓堂を中心にした遺構が展開する。本遺跡にお

ける地震痕として、92年度発掘調査における92A

区で発見された前述の7世紀後半の白鳳南海地震

に対応する東海地震と推定される巨大地震の地震

■
遺 跡 名 所 在 地 地 震 痕 の 形 態

1 田所遺 跡 一 宮 市田 所
液 状 化層 ・断層 ・

砂 脈 (T Y P E Ⅰa , Ⅱa, Ⅱb )

2 大 毛 池 田遺 跡 一 宮 市大 毛 砂 脈 (T Y P E Ⅱa )

3 大 毛 沖遺 跡 一 宮 市大 毛 砂 脈 (T Y P E Ⅰa , Ⅱa, Ⅱb )

4 西 上 免遺 跡 一 宮 市今 伊 勢町 砂 脈 (T Y P E Ⅱa )

5 大 平遺 跡 尾 西 市三 条 砂 脈 (T Y P E Ⅱa )

6 山中遺 跡 一 宮 市萩 原 ・大 和町 砂 脈 (T Y P E Ⅱa )

7 東 畑廃 寺 跡 稲 沢 市稲 島 町 砂 脈 (T Y P E Ⅱa , Ⅱb)

8 尾 張 国分 寺跡 稲 沢 市国 府宮 砂 脈 (T Y P E ・Ⅱa )

9 一 色 青海 遺跡 中島郡 平 和 町 砂 脈 (T Y P E Ⅰa , Ⅱa)

10 堀 之 内花 ノ木 遺 跡 稲 沢 市堀 之 内町 砂 脈 (T Y P E Ⅱa )

11 岩 倉城 遺 跡 岩 倉 市大 市場 町 液 状 化層 ・断層

12 朝 日遺 跡 西 春 日井 郡清 洲 町 ほか 液 状 化層

13 清 洲城 下 町遺 跡 西 春 日井 郡清 洲 町
液 状 化層 ・

砂 脈 (T Y P E Ⅰa , Ⅰb, Ⅱa )

14 外 町遺 跡 西 春 日井 郡新 川 町
液 状 化層 ・

砂 脈 (T Y P E Ⅰb , Ⅱa)

15 甚 目寺観 音境 内 海 部郡 甚 目寺町
液 状 化層 ・

砂 脈 (T Y P E Ⅱa )

16 正 楽 寺儀 長城 遺 跡 稲 沢市 儀 長町 砂 脈 (T Y P E Ⅱa )

砂脈のTYPEは、服部(1994)による。

第1表地震痕の検出された遺跡とそのタイプ

第2回地震痕が検出された遺跡位置図
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痕がすでに報告されている(服部、1993)。そして、

平成5年度の発掘調査によりさらに数ヵ所で他の

地震による未知の歴史地震痕が確認された。

①93D区南壁断面(第3図)

本調査区の基本層序としては、遺跡基盤層とし

て粗～中粒砂層からなる河床堆積物が2m以上堆

積しており、その上位に古墳時代初頭の遺物(廻

間Ⅱ、S字甕B類)を含む黒色～黒灰色のシルト

層が、さらに上位に中世(13世紀前半頃)の遺物

を含む灰色～暗灰色砂質シルト層が堆積している。

ここで認められた未知の地震痕の垂直断面スケッ

チを第3図に示した。地震痕の形態は、断層およ

び砂脈である。断層(正断層)は弥生時代末～古

墳時代初頭の遺物を含む溝を見かけ上3cm垂直変

位させている。溝の上面は中世(13世紀前半)の

遺物包含層に覆われているが、断層はこれに全く

影響を与えていない。同時に幅3～4mm程度の砂

脈も観察される。この砂脈は溝の埋土を引き裂い

て上昇しているが、上位の中世の遺物包含層には

影響を与えていない。断層の影響を受けている溝

の埋土は、中粒～粗粒砂を基質としたシルトのブ

ロックからなり、人為的に急速に埋め立てられた

堆積物である。そして、この埋土を構成する堆積

物についても次の理由から地震の影響による液状

化が起こっていると考えられる。

断層の影響を受けていない遺構(溝)の埋土と

比較すると、地震の影響を受ける前の溝の埋土に

は、シルトブロックおよび基質の砂が均一に含ま

れていたと思われる(前述のように人為的な埋土

であるがために分級化していない)。しかし、断層

の上盤側にあるシルトブロックおよび基質の砂は、

下盤側のそれに比べ細粒化しており、下盤側でも

より粒子の大きな堆積物が下方に移動している。

さらにシルトブロックには、マトリックスである

砂層に引き伸ばされたような構造が認められる。

これらは、地震によって形成された可能性が強い。

以上の観察事項から考えて、この地震痕を形成

した地震の発生時期は古墳時代初頭以降で中世以

前と考えられる。

②93B区トレンチ(第4図)

本調査区の基本層序は93D区と同様に、河床の

堆積物である砂層を覆って古墳時代初頭の黒色砂

1.灰色砂質シルト層2.古墳時代初頭の溝の埋土

3.暗灰色シルト層4.粗粒砂層

第3図田所遺跡93D区南壁スケッチ
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質シルト層と中世の灰色砂質シルト層が堆積して

いる。ここでの地震痕は、断層および砂脈の2つ

の形態を示していた(第4図:垂直断面スケッチ)。

断層は、黒色砂質シルト層が、見かけ上西側に

30cm程度沈降した正断層の形態を示している。さ

らに、この断層面とその周囲には砂脈が発達して

いる。断層によって、沈降した西側の黒色砂質シ

ルト層の上位には、東側には認められない厚さ20cm

程度の砂層が堆積しており、断層によって沈降し

た部分を埋積している。その上位には断層を覆っ

て中世の灰色砂質シルト層が堆積しているが、全

く変位を受けていない。

砂脈は、断層面に沿って発生しているものと、

断層とは直接関係なく発生しているものとが観察

された。断層面に沿う砂脈は、上部で枝分れし、

断層を横切るような水平方向で上下2本の砂脈と

なっていた。この2本の砂脈は断層の変位を受け

ている。下方の砂脈は、断層の東側で幅1.6cmであ

るが、西側では次第に幅を減じ消失してゆく。両

者の間には2.4cmの落差があり、西側が落ちるとい

う全体のみかけの変位とは逆に、西側が上昇して

いる。さらに上方の幅3mm程度の砂脈も西側が上

昇しているが、その変位量は7mm程度しかない。

これは断層の活動中にまず下方の砂脈が発生し、

継続中の断層活動によって変位を受け、続いて上

方の砂脈が断層活動の終了間際に発生したものと

考えられる。断層は見かけ上、正断層の形態をと

ってはいるが、砂脈の変位から考えるとその活動

は逆断層であるとも考えられる。このことから、

本来の断層活動は正断層的であるが、断層活動の

終末に逆方向の変位が生じた可能性が指摘できる。

この断層の活動時期(つまり地震の発生時期)

は、前述したように古墳時代前期以降、中世以前

と考えられる。加えて砂脈のなかには中世の灰色

砂質シルト層中に達するものもあり、中世以降に

も地層に痕跡を留める地震活動があったことを示

唆している。

(2)大毛池田遺跡-93A区(第2図、2)

一宮市北西部と葉栗郡木曽川町にまたがる大毛

池田遺跡は、古墳時代前期、古代、中世、戦国時

代および近世の遺構が展開する。

本調査区の基本層序は、遺跡基盤層としての粗

粒砂層の上位に15～20cmの厚さの灰白色シルト層

が堆積し、この上面に古墳時代前期に利用された

水田耕作土が認められる。

観察された地震痕は、水田耕作により上端を削

られた砂脈である。垂直断面では遺跡基盤層の粗

1.灰色砂質シルト層2.暗灰色シルト層

3.黒灰色砂質シルト層4.砂層

第4図田所遺跡93区断層スケッチ
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粒砂層から幅2～3cmの砂脈が斜め方向に上昇し

ながら、上位の灰白色シルト層を引き裂いている

様子が観察された。砂脈の上端は古墳時代前期の

水田耕作時に削刺されており、水田耕作土中には

及んでいない。

本調査区内ではこのほかに濃尾地震によって形

成された砂脈群が観察される。この砂脈は、平面

(遺構検出面)で幅5～10cmを有し、長さ1～3

mのものが雁行状に配列している。垂直断面では、

幅10～15cmの粗粒砂～細礫で満たされた砂脈がほ

ぼ垂直に発達していた。この砂脈の上端は現代の

耕作土により削剥されていた。

古期の砂脈と濃尾地震による新期の砂脈の形態

は次の点で異なる。

濃尾地震の砂脈は規模も大きく、上位の地層を

引き裂きながらほぼ垂直に噴出しているのに対し

て、古期の砂脈は上位層である灰白色シルト層の

途中で水平方向に分散しつつ斜め上方に噴き上が

る形態をとっていることである。震度の差、地震

発生時の地下水圧の差・地震時の地層の固結度な

どが影響しているものと考えられよう。

いずれにしても古墳時代前期からさほど古くな

い時期に比較的規模の大きな地震があったと考え

られる。

(3)大毛沖遺跡-93C区(第2図、3)

一宮市大毛沖遺跡は奈良時代から鎌倉時代にか

けての遺跡である。本調査区では歴史時代以前の

河床の堆積物と思われる粗粒～中粒砂層の上位に

暗灰色シルト層が堆積しているが、地震の影響を

受け著しく変形しており正確な基本層序を述べる

ことは困難である。

第6図は、調査区内に設定した2つのトレンチ

の断面図である。いずれのトレンチからも断層活

動の影響を受けたという曲構造が観察された。こ

の構造から推定される断層の走向はN58°E、傾斜

は上部で45°Nであるが、下部では傾斜が増し65°N

以上になる。さらに第6図(A)に示したトレン

チ断面では、とう曲による変形に伴って、シルト

層中に正断層が発生している。また、断層面に沿

うって垂直N斜め方向に噴砂が噴き上がっている。

第6図(B)に示したトレンチ断面では、とう曲

崖の形成にともなう小規模な地滑りと考えられる

シルト(ないしは極細粒砂)のブロックが観察さ

れる。同時に、やはり断層面に沿って噴砂が噴き

上がっている。

とう曲構造の上位にはシルト質砂層が水平に堆

積しており、その中に12世紀代と推定される方形

区画が掘り込まれている。また、とう曲により変

形した地層の中から木片が採取された。この木片

については14C年代測定を行う予定である。現段階

第5図大毛沖田遺跡の砂脈
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01m

N

㈱←の部分で正断層が発生している。Lの部分は噴砂による砂層。

(B)(a)は12世紀代の遺構の埋土,(b)～(d)は河川の堆積物。(e)は地すべり堆積物である。(f)のとう曲は、N580E、
450Nを示す。

(C)とう曲構造の模式図断層活動により、上位の地層が変形する。

第6図大毛沖遺跡のとう曲
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階では詳細な断層の活動時期は不明であるが、少

くとも12世紀以前のものであろう。

(4)一色青海遺跡-93A区(第2図、9)

稲沢市と中島郡平和町にまたがる一色青海遺跡

は、弥生時代中期と中世の遺構が展開する遺跡で

ある。本調査区の基本層序は、下位から厚さ1m

以上の灰色中粒～粗粒砂層、60～80cmの褐灰色砂

質シルト層、さらに上位に弥生時代中期末の遺物

を含む黒灰色砂質シルト層、遺物を含まない褐灰

色砂質シルト層、中世の遺物を含む暗灰色シルト

層、灰色シルト層である。

地震痕には少なくとも2時期のものが存在して

おり、最新の地震痕は現代の耕作土直下まで達し

ている。これは、砂脈の方向性が他の遺跡で確認

される濃尾地震の方向性と調和的であることなど

から濃尾地震の地震痕と考えられる。

これとは別に、高蔵式土器が検出された方形周

溝墓の埋土中にも噴砂丘と考えられる地震痕が確

認された(第7図)。周溝埋土の基本層序は、下位

より高蔵式土器を含む暗灰色シルト層、灰色砂質

シルト層、中世(13世紀)の遺物を含む黄灰色砂

質シルト層となっている。噴砂は、高蔵式土器を

含む暗灰色シルト層上に堆積した砂層として周溝

内の数カ所で認められた。この砂層は、立体的に

観察すると周溝の基盤層である褐灰色砂質シルト

層を突き破り弥生時代中期末の堆積物を覆って噴

砂丘状に堆積している。周溝外ではこの堆積が認

められないことから地震発生時に薄くて、物理的

に弱かった溝部分を引き裂いて噴砂が発生したも

のと考えられる。こうした痕跡が本調査区におい

て少なくとも5ヶ所で観察された。

地震の発生時期については、溝内の地層は全体

として中世の黄灰色砂質シルト層に至るまで連続

的に、下位層を削剥することなく堆積しているこ

とから、弥生時代中期末から間もない時期と考え

るのが妥当であろう。

1.黒灰色砂質シルト層2.褐灰色砂質シルト層
3.灰色細粒砂層4.晴灰色シルト層

5,6.噴砂

第7図一色青海遺跡93A区周溝埋土の地震源
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4.地震発生年代に関する検討

各遺跡における考古遺物から考えられる地層の

年代と地震痕の関係から推定した地震発生年代を

第8図に示す。この図が示すように、濃尾平野で

は10世紀以前に、少なくとも3回の地震痕を残し

た大きな地震に襲われたことが分かる。特に、今

回は1891年に発生した濃尾地震の古い周期的活動

(仮称「古濃尾地震」)を知るうえで貴重な資料が

発掘されたことに重要な意義がある。

濃尾地震については、1891年に、岐阜県本巣郡

根尾村を中心とした根尾谷断層の活動が世界的に

も有名であるが、その延長部の「岐阜-一宮線」の

活動も見逃せない事実である。すでに服部(1993)

などで報告したように、付近の遺跡に断層の左横

ずれ運動を反映した地震痕を残していることを特

徴としている。この「岐阜-一宮線」は、重力探査

でも明瞭な痕跡を示す構造線であり、歴史時代に

も繰り返し活動したものと推定される。今回の大

毛沖遺跡の発掘調査で発見されたとう曲構造は、「岐

阜-一宮線」の走向(ほぼN20°W)とは斜交するが、

この構造線の活動を伴う「古濃尾地震」により発

生した可能性が強い。一般に、内陸の大きな断層

系の活動周期は数100年～数1000年といわれている

が、今回の発掘調査の成果をもとにして正確な活

動年代を求めることが可能である。これは、遺跡

における地震災害史を考えるだけでなく、中部地

方を襲いすさまじい被害を巻き起こした濃尾地震

の周期についての検討を行うに十分な地震学的資

料となり得る。この件については、年代測定の結

果を待って別の機会に議論を行いたい。
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第8図地震発生時期の推定
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